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農林業従事者計 469396 100.0% 184593 100.0% 39.3%
男 219,478 100.0% 86,653 100.0% 39.5%























9,843 3.5% 8,241 10.8% 1,602 0.8%
127,691 45.7% 53,303 69.6% 74,388 36.7%
4,887 1.7% 3,329 4.3% 1,558 0.8%
6,093 2.2% 2,197 2.9% 3,896 1,9%
111,184 39.80/0 0 0.0% 111,184 54.8%
19,725 7.1% 9,486 12.4% 10,239 5.0%
非就業者計(a) 279,423 100.0% 76,556 100.0% 202,867 100.0%
就業者総数(b)(衰1より) 951,877 507,359 444,518
非就業率(-b/(a+b)) 22.7% 13.1% 31.3%




表 4 州における難民の非就業率 (1948年の4-6月期)
計 男 女
東方難民総数 (a)(子供を除く) 645,498 254,506 390,992
東方難民の子供(14歳以下) 275,492
｢労働可能年齢｣難民(ら) 489,550 218,067 271,483
就業中の難民(C) 353,482 193,407 160,075














































































表5 農村難民の就業状態についての調査報告 (1947年7月 シュベリン郡)
集落名(難民比率) 住民構成 難民の就業状態 非就業者､扶助受給者､その他
<旧農民集落Godern >住民総数 ･難民就業者 84名 (農林業､ ･難民失業者 28人○ (うち2名は傷病甲人)
(51.7%) 317人 (121世帯) 自営業､行政職､内職など)〇 ･社会扶助FtlrSOrge8人
土着 ･農民のもとでの雇用には住 傷燐軍人1=F金 2人 (26才と60代老人)
153人 (511Ll;帯) 宅と賄い○現金賃金の支払い 社会保険Versicherung 18人
難民 はなしこ ･脚長民42人が社会扶助を申請中C残りも申請見
164人 (70世滞) 込みご
Libesee 住民総数 594人 ･男子の就業状態 (女子就業 ･ヴ-3l子 二社会扶助および年金受給者 20人
(49.6%) 土着 299人 についての記述なし) 男6人は健康上の矧三日から労働不能であるO
難民 295人 農業 30人 ･労働能力のない難民家族は22世帯で､社会扶助
成人 :男76,女121 林業 4人 による暮らしC_(串)
子供 :男43∴女55 道路建言貨 18人 ･き任民委員会の構成
ポーランド人 2人(婦人と子) Stern-BuchhoLz 4^･難民農業従事者 ∴呪物および現金での支払い 築住民 1人､旧住民2人
Kl.Rogahn 住 民 数 493人 ･農業 38人 仕事ができない人 (60歳以上､od.障害者)69人
(50.3% ) 土着 245難民 8男 70人 女 101人子 供 77人 (男34人､女14人)･G6rring空港の非軍事化21人 (男9人､女12人)泥炭採掘1EPJ1､女8人)その他の雇用 19人村内14人､Schwerin5
Stralendorf住民総数 1034人 ･農民は､老人や､労働能力 ･村は必要な難民には社会扶助を支給 (*)
(65.7%) 土着 354人 がない者までが､みな働いて ･｢一度だけの支給｣はすべての難民が申請し
杜氏 680人 いる〇 ているO村長によれば大部分が処理済みで､
･主に泥炭採掘場と農業〇農業雇用は協約賃金規定による支払いC 20-30件について支払いが行われたO
Gr.Rogahn 住 民数 438人 ･農業 35人 ･失業者は今のところいないCしかし､現在就業
(40.1% ) 土着 262人 ･建設業 12人 (男9,女3) 中の難民の80%は､秋には泥炭､建設業､農業の
菜托民 176人 ･泥炭採掘 18人 (男16,女2)仕事の停止ないし縮小により失業見込みO
Plate 住民数 1421人 ･農業 : 男12人､女7人 ･社会扶助受給嫌民
(55.5%) 土着 633人 ･村工場 (製材所とマ-マレ 37人 (男10人､女27人)
工業村 難民 788人(男267,女338子供13人) -ドニに場ト男97人､女61人･全員が就業○難民の95%が工場で働き､農業に従事せずo農業労働者は､協約賃金､賄いと住居の支給e
Silte 住民数 378人 ･労働能力のある者は男女と ･一部の女性菜任民が遺族年金を受給む
(62.2%) 土着 143人 もすべて仕事に就いているO ･難民委員会 :雛民4名､土着1名
難民 235人 ･労働可能な難民は､林業お ･申請した難民たちは､みな自給用30-100mJLの
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集落名(難民比率) 住民構成 難民の就業状態 非就業者､扶助受給者､その他
Uelitz 住民数 1001人 ･農民のもとで働く難民の婦 ･村は社会扶助に月550RMを支出 (*)
(63.1%) 土着 369人 人たちが現金買金を受け取つ (｢一回支給｣には約100件の応募〇)
難民 632人 ていない事例を確認 ･村議会議員12人のうち難民は1人○
Mirow 住民数 568人 ･工業が存在せず､難民の- ･仕事のない粍民79人 (老人と子持ち女性)
(54.9%) 土着 256人 部が農業に従事できるだけロ 当地のFEB業にこれ以上の労働力需要なLc
難民 312人 (協定賃金20-40RM､および賄いと住居) ･村当局の扶助支出は平均800RM (*)O
Banzkow 住民数 1425人 ･主要には､林業､製材所､ ･労働不能者､傷疾軍人､多くの子持ち女性の
(49.8%) 土着 715人 非軍事化､食品工場に従事o ほかは失業難民はいないrj
難民 710人 その他は農業o ･子持ち女性は公的には農民との雇用関係には
･農業以外は協約賃金による支払い｡農業に従事する難民は､相互契約 より月額20-25RMと現物支給を得ている〇 ないが､事情に応じて仕事を手伝っている○
<新農民村落>Rabensteinf住民数 478人 ･新農民22人 (村内の旧グ-ツ) ･村の難民にはみな200qmの庭地が与えられて
el° 土着 138人 土着10人､難民12人 いるo
(59,2%) 難民 283人 ･労働可能者はみな就業O
(混合村) 上級学校生徒57人 ･老人難民のためにわら編み細工の家内工業が設置 〇
Rampe 住民数 223人 ･難民新農民 18世帯 ･老人 .虚弱者の他は失業者はいないC
(49.8%) 旧住民112人 平均8ha○経営資本不足,I ･社会扶助は老齢の3家族に対してのみ
難民 111人 ･非新患民難民は農民の労働 ･難民の ｢-度限りの扶助｣は8家族､28人が
者〇現物 .賄い支給 申請済み○
Kleefeld 総住民数466人 ･難民新農民120人 (家族含む) ･ソ連軍占領農場O
(67.6%) 旧住民151人難民 315 ･難民の大部分は農業に従事(農業労働者)o現物支払いチェコの難民が旧グーツ館に住み､赤軍の仕事に従事C ･社会扶助 12家族 (子持ちの婦人と労働不能者)
Cambs 住民総数341人 ･新農民 2戸 (土着9戸) ･ソ連軍占領農場C
(77.7%) 旧住民 76人 ･すべての労働能力ある人は､ ･難民のうち100人は氾eefeld村に居住C,
難民 265人 赤軍によりグーツで就労○ ･老齢年金及び未亡人年金受給 3人 (老女)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































21日付け ｢春耕保証のための農業労働力調達政策について (塞)｣と題する文書の 13-14
買)
78)A･フ-ムによるチューリンゲン州のNiederzimmern村の研究では､村の人口ピークは
1947年､そして1946-57年の期間について難民の約4割が流山､これに対して土着の流出
は約 1割であった｡また階層別では労働者 ･職員層など非農業従事者が主で､その流出先
は東独の都市部あったという｡Humm,A.M.,AufdemWegzumsozialistischenDof?Zum
WandelderdbrnichenLebensweltindel`DDRundderBundesrepublikDeutschland1952-
1969,Gbtingen1999,S.44-53
79)BA･ch,DQ2,Nr.2114,oh.Bl.(1952年4月21日付け ｢春期保証のための農業労働力調達
政策について (塞)｣と題する文書の15頁)
80)Spix,B.,DieBodenreforminBrandenburg1945-47,Mdnster1997,S.50-54.
81)BArch,DK-1,Nr.8155,S.4
82)1948年 2月27日付けのヴイスマ-ル郡からの報告 ｢旧ナチ党員であって､1945年に小
作化された100ha以下の農業経営 12戸が新農民に分割されたoこの分割は旧農業労働者に
は大変満足の行くものだった｣LHAS,6.ll-2,Nr.666,S.7.
83)WileM.(Hg.),DieVertriebeneninderSBZ/DDR,S.191.
84)この点は､中大農層を軸とする家族農業システムの保持を旨とした戦後西 ドイツ農村に
おける農村難民の同化が､主に労働者層における婚姻の形ではかられたこと対照的ですら
ある｡この点についてはP･エクスナ-のヴェス トファーレン農村のモノグラフ研究を参照
のことoExsner,P.,LandlicheGeselschaftundLandwirtschaftinWestfalen1919-1969,
Paderborn1997.
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